
平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
八
日
提
出

質

問

第

一

〇

四

号

野
田
内
閣
の
「
売
電
目
的
の
農
地
転
用
促
進
」
政
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

山

本

拓
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野
田
内
閣
の
「
売
電
目
的
の
農
地
転
用
促
進
」
政
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

「
農
山
漁
村
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
発
電
の
促
進
に
関
す
る
法
律
案
」
（
平
成
二
十
四
年
二
月
十
七
日

閣
議
決
定
）
に
つ
い
て
、
政
府
が
作
成
し
て
い
る
資
料
「
農
山
漁
村
再
エ
ネ
法
案
に
お
け
る
農
林
地
所
有
権
移
転
等
促
進
事

業
に
つ
い
て
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
事
例
に
「
優
良
農
地
の
所
有
者
と
耕
作
放
棄
地
の
所
有
者
と
の
間
で
土
地
の
権
利
の
移

転
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
整
備
に
必
要
な
ま
と
ま
っ
た
土
地
確
保
を
図
り
・
・
・
」
と

あ
る
が
、
こ
の
説
明
資
料
で
記
載
し
て
い
る
「
優
良
農
地
の
所
有
者
と
耕
作
放
棄
地
の
所
有
者
と
の
間
で
土
地
の
権
利
の
移

転
を
行
う
」
と
は
、
優
良
農
地
の
所
有
者
に
耕
作
放
棄
地
を
追
加
し
て
集
約
さ
せ
る
事
を
や
め
て
、
優
良
農
地
を
耕
作
放
棄

地
の
所
有
者
名
義
に
変
え
て
農
地
転
用
さ
せ
、
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日
閣
議
決
定
し
た
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計

画
（
平
成
三
十
二
年
の
農
地
面
積
四
百
六
十
一
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
」
を
さ
ら
に
減
少
さ
せ
よ
う
と
す
る
方
針
転
換
を
意
味
す

る
。

�

こ
の
法
案
で
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
整
備
の
た
め
に
何
ヘ
ク
タ
ー
ル
優
良
農
地
を
無
く
す
と
予
測
し
て
い
る
の

か
。

�

本
来
、
「
農
産
物
の
消
費
の
拡
大
の
た
め
食
料
以
外
の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
で
の
利
用
促
進
、
農
産
物
の
生
産
・
加
工

一



に
寄
与
す
る
電
気
の
発
電
装
置
」
の
た
め
の
農
地
利
用
な
ら
理
解
で
き
る
が
、
単
な
る
売
電
の
目
的
で
農
地
転
用
（
農
地

消
滅
）
さ
せ
、
し
か
も
売
電
収
入
は
、
耕
作
放
棄
地
者
に
得
さ
せ
る
事
が
、
何
故
、
同
法
案
の
趣
旨
で
あ
る
農
業
の
健
全

な
発
展
に
な
る
の
か
。

�

「
電
気
事
業
者
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
調
達
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
の
施
行
は
、
今
年
の
七
月
で
あ

り
、
電
力
会
社
の
買
取
価
格
そ
の
他
の
条
件
等
は
長
期
的
に
は
不
透
明
、
政
府
と
し
て
送
電
分
離
等
電
力
会
社
の
在
り
方

を
検
討
中
に
、
売
電
目
的
に
農
地
転
用
（
農
地
消
滅
）
す
る
不
透
明
な
売
電
事
業
計
画
を
農
林
水
産
省
に
推
進
さ
せ
る
野

田
総
理
の
見
解
を
求
め
る
。

二

平
成
二
十
三
年
九
月
、
農
林
水
産
省
決
定
の
「
不
測
時
の
食
料
安
全
保
障
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
お
い
て
、
「
本
マ
ニ
ュ
ア
ル

は
、
不
測
の
要
因
に
よ
り
我
が
国
の
食
料
の
供
給
が
量
的
に
減
少
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
事
態
に
対
処
す
る
た
め
、
政
府
と
し

て
講
ず
べ
き
対
策
を
示
す
も
の
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
改
め
て
確
認
す
る
が
、
こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
記
載
の
あ
る

内
容
は
、
野
田
内
閣
と
し
て
、
不
測
時
に
政
府
が
講
ず
る
対
策
と
し
て
国
民
に
約
束
す
る
も
の
か
。

三

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
の
想
定
外
の
事
態
を
経
験
し
た
半
年
後
の
平
成
二
十
三
年
九
月
に
検
証
し
改
定
し
た
、
同
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
記
載
の
あ
る
「
食
料
の
供
給
に
影
響
を
及
ぼ
す
不
測
の
事
態
」
の
想
定
、
「
レ
ベ
ル
�
」
「
レ
ベ
ル
�
」
「
レ

二



ベ
ル
�
」
の
う
ち
、
特
に
「
レ
ベ
ル
�
」
の
政
府
の
取
組
体
制
は
、
ど
の
よ
う
な
体
制
に
な
る
の
か
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
明
記

し
て
あ
る
「
国
内
に
お
け
る
三
要
因
」
と
「
海
外
に
お
け
る
五
要
因
」
に
つ
い
て
各
要
因
別
に
野
田
内
閣
と
し
て
の
危
機
管

理
体
制
を
国
民
に
示
せ
。

四

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
か
ら
半
年
後
の
平
成
二
十
三
年
九
月
に
再
度
検
証
し
改
定
し
た
民
主
党
政
権
の
「
不
測
時
の

食
料
安
全
保
障
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
明
記
し
て
あ
る
事
項
は
、
全
国
の
す
べ
て
の
自
治
体
と
農
業
関
係
者
が
主
役
に
な
る
た

め
、
同
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
実
行
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
不
可
欠
で
あ
る
。
速
や
か
に
野
田
内
閣
と
し
て
の
取
組
体
制
を
明
ら

か
に
し
て
、
全
国
の
自
治
体
、
農
業
関
係
者
等
に
周
知
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。
昨
年
三
月
十
一
日
よ
り
半
年
後
の
九
月
に
改

定
し
た
「
不
測
時
の
食
料
安
全
保
障
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
は
、
殆
ど
の
国
民
が
知
ら
な
い
。
「
不
測
時
の
食
料
安
全
保
障
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
の
重
要
性
と
必
要
性
に
つ
い
て
政
府
の
見
解
を
求
め
る
。

五

今
で
も
民
主
党
Ｈ
Ｐ
で
見
る
こ
と
の
で
き
る
民
主
党
の
政
策
集
�
�
�
�
に
は
、
食
料
自
給
率
目
標
を
十
年
後
五
十
パ
ー

セ
ン
ト
、
二
十
年
後
六
十
パ
ー
セ
ン
ト
と
し
て
い
た
が
、
野
田
内
閣
と
し
て
、
食
料
自
給
率
六
十
パ
ー
セ
ン
ト
目
標
は
維
持

す
る
か
。
こ
の
簡
単
な
質
問
に
明
快
な
ｙ
ｅ
ｓ
の
回
答
が
な
け
れ
ば
、
民
主
党
嘘
つ
き
リ
ス
ト
に
ま
た
一
つ
追
加
と
な
り
ま

す
。

三



六

「
農
山
漁
村
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
発
電
の
促
進
に
関
す
る
法
律
案
」
（
平
成
二
十
四
年
二
月
十
七
日

閣
議
決
定
）
に
つ
い
て
、
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」
と
「
不
測
時
の
食
料
安
全
保
障
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
踏
ま
え
た

野
田
内
閣
の
「
基
本
理
念
」
を
問
う
。

右
質
問
す
る
。

四


